
令和５年度 
管内景気動向調査報告 

【第１四半期：令和5年4月～6月】

高山西商工会
経営発達支援事業



調査概要

調査目的：管内小規模事業者の景気動向等を収集・周知することで、地域経済の動向

調査目的：把握並びに将来予測、それらを踏まえた事業活動に役立てていただく。

調査対象：高山西商工会管内の小規模事業者　１５事業者

調査目的：【内訳】製造業：３、建設業：２、小売業：４、サービス業：６

調査時期：令和5年7月上旬～令和5年7月中旬

調査方法：経営指導員が巡回・窓口相談時に調査票を用いて調査を実施

調査内容：売上高、仕入単価、客単価、客数、採算、資金繰り、従業員数、

調査内容：業界の景気状況、設備投資の有無　等
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業種

3

製造業 3

建設業 2

小売・卸売業 4

サービス業 6



売上高：前年同時期（R4年4～6月）と比べて
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仕入単価：前年同時期（R4年4～6月）に比べて
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6.7％
6.7％



客単価：前年同時期（R4年4～6月）に比べて

6

6.7％

6.7％



客数：前年同時期（R4年4～6月）に比べて
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採算：前年同時期（R4年4～6月）に比べて
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6.7％



資金繰り：前年同時期（R4年4～6月））と比べて
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従業員数：前年同時期（R4年4～6月）と比べて
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6.7％



業界の景気状況：前年同時期（R4年4～6月）と比べて
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景気判断の背景についてのコメント
【好転傾向】

● 資材高騰が売上他に良い方向に好転している。（建設業）

● 6月まで岐阜たびコインのクーポンでバス客が入ったため。（小売業）

● 世の中の変化が激しく、なかなか先の見通しがイメージできずサービス等準備しにくい。（生活関連サービス業）

● コロナによって業界的に厳しい期間であったが、現在はコロナ前の水準まで戻ってきている。（観光関連サービス業）

● コロナ禍よりは好転してきていると思いますが、食材の原価高騰が痛手です。（宿泊サービス業）

【悪化傾向】

● 売上高はやや減少しているが昨年以上に仕入単価が増加しており経営が厳しい状況になっている。（木製品製造業）

● ゴールデンウィークを含む期間中、高山市内や下呂市の観光客増加で一部の商品がよく動いた。（食品製造業）

● 前年比だと少し売上が減少してはいるが、業界の動向自体は好転の兆しは感じる。※地域差がある（建設業）

● 酒類の売上は少し増加したもののコロナ前のようなわけにはいかない。売上全体では減少です。（小売業）

● 仕入等材料費の値上がりが続く中、お客様に転換する事が難しい。数ヶ月前に見積もりした金額に合わせるのが厳しい。（自動車

関連サービス業）

● コロナ以前にはまだまだほど遠い感じです。（飲食サービス業） 12



今期（R5年4～6月）の景気状況
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今期（R5年4～6月）の採算（利益）

14

6.7％



今期（R5年4～6月）の従業員数
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景気状況：来期（R5年7～9月）の見通し
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6.7％



採算（利益）：来期（R5年7～9月）の見通し
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6.7％



従業員数：来期（R5年7～9月）の見通し
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今期（R5年4～6月）の設備投資の有無
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6.7％

6.7％



今期（R5年4～6月）実施した設備投資の内容

・作業機械増設（自動車関連サービス業）
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来期（R5年7～9月）の設備投資の計画の有無
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来期（R5年7～9月）に計画している設備投資の内容

・冷蔵庫、看板（食品製造業）

・屋外用物置新設予定（建設業）

・作業機械増設（自動車関連サービス業）

・レジシステム更新（小売業）

22



自由記入欄へのコメント

● 今年10月からのインボイス制度導入について各課税事業者より登録状況、取得
予定の通知が来るようになりました。登録しないと課税事業者に負担がかかる
為、現在も検討中です。価格転嫁できれば良いのですが難しい状況です。（木製
品製造業）

● 燃料高騰による採算性の悪化が改善できないので、手当てするか何か施策が
必要だと考えます。（食品製造業）

● 旧大野郡地域の飲食料品小売業が少しずつ減少しております（JAも含む）。何か
手をうてないか？高齢化！継承問題！時の流れ？（小売業）

● 会員の中でも業務内容（販売品・サービス）を手軽に詳しく紹介、知って頂く機
会、しくみがあれば良いなあと思います。（生活関連サービス業）

● 経営の勉強会等に参加して色々と覚えたいが、平日での参加は難しい。日曜
や、平日夜等にあれば参加してみたい。（自動車関連サービス業）
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